
 

2023年度 京都教育大学附属京都小中学校 学校評価 

 

① 教育活動その他の学校運営に関する事項（学校教育法に基づく評価） 

本年度の 

重点目標 
具体的な取組内容 自己点検評価 

自己 

評価 

区分 

学校関係者評価 改善策 

（１） 

生徒の望まし

い成長に資す

る日常の教育

活動のさらな

る充実を図

る。 

①研究開発中の各教科９か年の系統的カ

リキュラムについて，次期学習指導要領改

訂を見据えた各教科の授業実践を進める。 

②ＩＣＴ機器の利点を活用した授業や生

徒活動の構築をすすめる。 

③生徒が自己有用感を高める学級経営と

道徳科教育の充実を図る。 

④経験主義教育の流れをくむ学校行事，生

徒活動の充実を図る。 

①学習指導要領改訂の理念に則り，本 校独

自に構築した学習理論に基づく授 業の在

り方を模索，授業実践に努めた。 

②端末を用いて，授業実践を行い，校内研修

において有効なＩＣＴの活用の仕方を学び

あうことができた。 

③生徒情報を共有し，学級担任同士や 学年

教員が協働する学校運営体制の充 実を図

る取組を推進した。 

④すべての学校行事をコロナ禍前より，充

実した形で実施できた。 

 

 

 

 

 

 

Ｂ 

・概ね良好である。 

・４・３・２制の利点を生かし，９年

間の生徒の学びをより充実させてい

くことが必要である。 

・子ども達の非認知能力の育成のた

めにも，協働的な学びをより充実さ

せていくべきである。 

・学校行事の復活は保護者の満足度

も高まった。今後もぜひ継続してい

ってほしいという声が多かった。 

 

・授業実践や学級経営などの教

員研修を更に充実させ， 質の高

い教育をめざす。 

・ＩＣＴ機器の利点を活用した

授業や生徒活動の構築をすすめ

る。 

・学校評価のしくみを活用し，学

校の風土や雰囲気を把握し，学校

運営を改善し，「みんなが安心し

て学べる」場所つくりをめざす。 

（２） 

義務教育９

年間で資質・

能力を育成す

るための教育

課程を開発，

実施する。 

①文部科学省研究開発学校指定(延長第1

年次) を受け，各教科９か年の系統的カ

リキュラム案について授業実践を通した

教育効果を検証し，考察していく。ま

た，各教科の指導内容の重複や９か年の

系統性について教科間連携のもとに研究

をすすめる。 

②社会性を育む特別支援学級教育課程と

事例研究に継続して取り組む。  

①文科省研究指定延長第１年次として，今

まで積み上げてきた研究成果と課題を踏ま

え，更なる実践と健闘を行った。また，その

研究成果を広く発信し，全国から多くの方

に実践を見ていただくことができた。 

②特別支援学級教育課程の実践と事例研究

を継続実施した。 

 

 

 

 

Ａ 

・附属に来たら，これだけの教師力

（授業力・理論）が身についたという

実感を教員がもつことにより，広く

全校の学校や公立学校にも還元して

いけることにつながっていく。 

・特別支援学校と特別支援学級の 

両方を保有する全国２大学の一 つ

として，連携研究はさらに推進 され

るべきである。 

・研究開発学校指定研究を推進

し，義務教育９か年の各教科カリ

キュラムの実践と教育効果の検

証を今後も実施する。  

・附属特別支援学校との連携研

究を推進する。 

（３） 

義務教育学校

の教育効果を

検証する。 

①全国の小中一貫教育学校や義務教育学

校とのネットワーク拡充を図り，本校の教

育研究成果の積極的な発信に務めるとと

もに，課題についての情報共有に努める。 

②本校が構築した義務教育学校カリキュ

ラムモデルについて，積極的に情報を発信

するとともに，汎用性の検証に継続して取

り組む。 

①大学と連携し，文部科学省研究開発学校

指定「義務教育９年間で資質・能力を育成す

るための教育課程の再構築に関する研究 

開発」について，共同研究し，全国に発信す

ることができた。  

②生徒の発達段階を考慮したカリキュラム

が各教科において育てたい資質・能力の育

成に効果があることを検証できた。 

 

 

 

 

 

Ａ 

・増え続ける義務教育学校や小中一

貫教育学校のフロントランナーとし

て，研究成果を広義に発信していく

ことを継続する。 

・９年間のカリキュラムモデルは，

参考される研究成果であるという情

報を広く伝えていくべきである。 

・京都府・市との連携をすすめる

べく，積極的に研究成果の発信を

行う。  

・本校が構築した義務教育９か 

年の各教科カリキュラムの実践

と検証をすすめ，全国に成果と課

題を発信していく。 

 

自己評価区分 

A 十分達成できた 

B 概ね達成できた 

C 十分には達成できなかった 

D ほとんど達成できなかった 


